


 

 
 
  
 
 

                        
 

令和６年５月以降の送付分から、e-tax により申告

書を提出している法人などについて、納付書の事前

送付が廃止となりました。これによりキャッシュレ

ス納付の利用率は、着実に増加しています。令和４

年１２月からは「スマホアプリ納付」も加わりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

キャッシュレス納付情報 納付方法

ダイレクト納付
パソコンやスマホから即時または納付日
を指定して、口座引落しにより納付する
方法です。

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ等の電子納付
インターネットバンキング、モバイルバ
ンキングまたはＡＴＭから納付する方法
です。

ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ納付
お手持ちのクレジットカードを利用して
納付する方法です。

ｽﾏﾎｱﾌﾟﾘ納付
スマートフォンから各種Ｐａｙ払いを選
択し、その残高から納付する方法です。

振替納税
預貯金口座からの自動引落しにより納付
する方法です。

 
                             

                  

ダイレクト納付のおすすめポイント

 

ﾀﾞｲﾚｸﾄ 
  納付 

ｲﾝﾀﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

等の電子納付 

ｸﾚｼﾞｯﾄ  
ｶｰﾄﾞ納付 
 

ｽﾏﾎｱﾌﾟﾘ 
納付 

●金融機関へ行かずに時間短縮できる!! 
●先の日付を指定して納付手続きができる!! 
●ﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞを使っていなくても利用できる!! 
●領収証を電子ﾃﾞｰﾀで保存できる!! 
 

申告所得税及び個人事業者の 
消費税のみ利用可能 

 

e-tax で申告されている方や頻繁に

納付手続きがある方がお勧めです 
 
 

振替 
納付 

当事務所は、ダイレクト納付を推進しています。 
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～～ﾏﾏｲｲﾅﾅｽｽのの相相続続財財産産ににごご用用心心  ～～      資資産産のの運運用用･･活活用用  

「「限限定定承承認認」」のの手手続続ききはは？？  

・被相続人が亡くなったことを知ってから 
３か月以内に相続人全員で家庭裁判所に 

申し立てをします。 

 
 
 
 
 
人が亡くなった後に遺族が引き継ぐ相続財産は、

預貯金や不動産など「＋（ﾌﾟﾗｽ）」の財産だけではあ

りません。借金など「－（ﾏｲﾅｽ）」の財産も原則的に

は相続財産として遺族に引き継がれます。亡くなっ

た人の借金を背負って遺族の生活が脅かされるよう

な事態を避けるため、民法上の相続

方法には通常の「単純承認」に加え

て「相続放棄」「限定承認」の計 3
種類が定められています。 

 
 
 

＋の相続財産も－の相続財産もすべて引き継ぐ方法です。 

＋の財産の方が明らかに多く、

－の財産があっても＋の財産で

返済ができることが確実な場合

は、この方法で問題ありません。 
 
 
 

 

 
 
 
 
＋の相続財産も－の相続財産もすべて引き継がない方

法です。 

遺された借金の額が＋の相続財産より 
大きかったり、＋の財産に売却できない 
不動産などの割合が多く預貯金が少なくて借金を返

済できない場合などにこの方法が有効です。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＋の相続財産の限度まで－の財産を引き継ぐ方法です。 

仮に不動産と預貯金が 5 千万、借金が 1 億円の場

合、限定承認を選択すれば借金の引継も 5 千万円ま

でとなります。自宅や大切な形見など借金を背負っ

てでも受け継ぎたい財産がある場合に有効です。 
 
 
 
 
 
「「限限定定承承認認」」のの注注意意点点はは？？  

・②の相続放棄と異なり、全員の合意が必要です。 
・②の相続放棄の場合と同様に、相続財産の処分や 

消費を行うと、①の単純承認をしたと見なされます。 
限定承認の手続きが完了するまでは、亡くなった 
人の財産に手を触れないよう注意しましょう。 
 

 どの方法を選ぶにしても 3 か月という短い期間に

総財産の把握と親族間の合意形成が不可欠です。生

前から、資産負債状況や家族それ

ぞれの考えなどを共有しておくこ

とが、悔いのない相続の秘訣です。 

① 単純承認 

③ 限定承認 

「「単単純純承承認認」」のの手手続続はは？？  

特に必要な手続きはありません。 

「「単単純純承承認認」」のの注注意意点点はは？？  

亡くなった方の金銭関係の全容を遺族が把握してい

ない場合もありますので、隠れた借金や他人の保証

人になっていないかなど十分な確認が必要です。 
 

② 相続放棄 

「「相相続続放放棄棄」」のの手手続続はは？？  

・被相続人が亡くなったことを知ってから 3 か月以内 

に家庭裁判所に申し立てを行います。 
・相続人がそれぞれ単独で申し立てできます。 

「「相相続続放放棄棄」」のの注注意意点点はは？？  

・当初の見込みより＋の財産の方が大きく、「放棄し

なければ良かった… 」と後悔することのないよ

う、十分な財産調査を行うことが必要です。 
・後順位の相続人に相続権が移転する 

ため、他の親族と十分協議すること 
がトラブル回避に重要です。 

・相続財産の処分や消費を行うと、①の単純承認をしたと

見なされて相続放棄ができなくなります。入院費や光熱

費の支払いなどに亡くなった人の現預金を使うと

「消費」とみなされる恐れがありますので要注意

です。 

 － 
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①　単純承認

②　相続放棄

③　限定承認
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